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オールマイティーを目指して

山本　こちらは 2019 年で創業 20 年を迎

えた歴史ある会社だと伺っています。ま

ずは、松永社長のこれまでの歩みから教

えて頂けますか？

松永　20 代の頃はガス工事を手掛ける

職人として、朝早くから夜遅くまで現場

に出る日々を送っていました。しかし、

社内で職人に対する評価が低いことや、

ガス工事しかできないことへの疑問がだ

んだんと募っていって ･･･。その中で、

「これからの時代は、ガス工事だけでな

く電気や水道を含めたインフラ全般をカ

バーできる必要がある」と考えた私は、

それぞれの資格を取り、思い切って独立

を決意したんです。

山本　なるほど。社長の並々ならぬ向上

心が、起業の道を選ばせたのですね。実

際に独立されてみていかがでしたか？

松永　最初は私 1人で仕事をしていまし

たし、分からないことも多かったので苦

労しました。ただ、その中でも頂いた依

頼は決して断らず、自分で勉強したり、

周囲の人に教えてもらったりしながら、

一つひとつの現場をしっかりと仕上げて

きたんです。そのうちに少しずつ仲間も

増え、皆に支えてもらいながらここまで

やってくることができました。

山本　社長の仕事に対する真摯な姿勢が

周りの人たちにも伝わるからこそ、信頼

できるお仲間が集まるのだと思います。

松永　そう言って頂けると嬉しいです

ね。私は基本的に、昔気質の職人のよう

に「自分はこれしかやらない」と言うの

ではなく、お客様のご要望をお聞きしな

がらそれを実現するための提案をしてい

るので、スタッフたちにも常に「オール

マイティーを目指そう」と伝えています。

中にはもともと大工仕事しかできなかっ

たのに、今では現場に出るとガス・水道・

土木、全ての工事を 1人で請け負えるま

でに成長した者もいるんですよ。そうし

た臨機応変さは、これからもずっと継承

していこうと考えています。

住まいの問題をワンストップで解決

山本　お話を伺っていると、「お家のお

助け隊」といった印象で、住まいに関す

ることなら何でもお任せできそうです。

松永　はい。現在、当社では住宅の設備

工事からリフォーム工事まで幅広いご依

頼に対応しています。一般的な電気・ガ

ス・水道のインフラ工事はもちろんのこ

と、配線・配管の知識も有しているため、

他の業者ではあまり対応していない給湯

器の入れ替え工事なども、問題なく引き

受けているんです。

山本　あらゆる工事に精通していらっ

しゃるからこそ、イレギュラーな依頼に

もしっかり対応できるのですね。

松永　また、リフォーム工事に関しても、

複数の工程を一貫して引き受けることで

コストを削減できるため、お客様から直

接ご依頼を頂くだけでなく、リフォーム

会社様からご紹介を頂くことも。私たち

としては、ある程度の工期さえ頂ければ

まずお断りすることはないので、どんど

ん頼って頂けたらと思っています。

山本　現場でお仕事をされる際に、社長

が日頃から気を付けていらっしゃること

は何かありますか？

松永　遊び心を大切にする、ということ

ですね。工事には何事も図面や設計図と

いうものが存在しますが、私は図面通り

の仕事をすることだけが職人の役目では

ないと考えています。お客様から少しば

かり無茶なご要望を頂いたときにも、「図

面上は無理です」と簡単に断らず、どれ

だけ構造に影響を及ぼさずにお客様のイ

メージに近づけられるかを擦り合わせて

いくのが、職人としての腕の見せどころ

だと思うんです。

リノベーション事業へ進出

山本　社長が誇りを持ってお仕事に打ち

込んでいらっしゃる様子が伝わってきま

す。ご自身の中で、そこまで頑張れる原

動力はどこにあるとお考えですか？

松永　やはり、お客様としっかり対話を

しながら 1つのものをつくり上げ、満足

のいく仕上がりで喜んで頂けたときに、

「やって良かった」という気持ちになり

ますね。こういったコミュニケーション

重視のスタイルは、若いスタッフたちに

も真似してもらいたいと思っています。

山本　まだまだこの先も事業を拡大して

いかれることと思いますが、会社として

の今後のビジョンはいかがですか？

松永　引き続き、人材採用に力を入れつ

つ、スタッフ一人ひとりが型にはまらず

やりたいことに挑戦できる環境を整えて

いこうと思います。また、私自身アウト

ドアが趣味で、家具などの制作も手掛け

ているので、50 歳になるまでには宅建

やインテリアコーディネーターの資格を

取得して、リノベーション事業にも進出

するつもりです。住まいのことで何かお

悩みの方は、どんなことでもぜひ当社に

一度お問い合わせください。

埼玉県日高市を拠点に、設備工事・リフォーム工事を手掛けている（株）EIYU。一本気な性
格の職人が多い業界において、松永社長はあえて柔軟性を追求し、顧客の理想をより良い形
で実現している。その経営哲学に、元バレーボール選手の山本隆弘さんが迫った。

メンテナンスからリフォームまで一貫施工
より良い環境を実現する住まいの専門家

株式会社 EIYU
［本社］〒 350-1203
埼玉県日高市旭ヶ丘 101-5

［事務所］〒 350-1335
埼玉県狭山市柏原 1010-1
URL http://eiyu.work/
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松永 英士
ガス工事を手掛ける会社で勤務する中で、「より
幅広い工種をカバーできるようになりたい」と
いう思いが芽生えたことから独立を決意。1999
年に（株）EIYU を立ち上げ、そこから着実に業
容を拡大してきた。現在は、電気・水道・ガス
などの住宅回りに関するメンテナンス工事を一
貫して請け負う他、リフォーム事業にも力を入
れている。

Focus on the topic

私たちと一緒に働きませんか？

電気・ガス・水道など住まいの設備工事や
リフォーム工事を行っている（株）EIYU
では、経験を問わず新たな人材を募集中だ。
明るい社風で、昔気質の上下関係も無し。
スタッフ一人ひとりがやりたいことに挑戦
できる恵まれた環境で、それぞれの感性を
生かしたクリエイティブな仕事を手掛けて
みてはいかがだろうか。

「何か仕事につながる情報はないかと、いつでも

アンテナを張り巡らせている」と語っていらっ

しゃった松永社長。作業着 1 つとってもセンス

が光り、仕事を楽しんでいらっしゃるのが素晴

らしいと思います。私は「人生チャレンジをし

ないと面白くない」と思っているのですが、そ

れを体現し続けている社長の姿を見て、自分自

身ももっと頑張ろうと刺激を頂けました！

山本 隆弘（元バレーボール選手）
Guest Comment>>
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